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これらが等しいので
ME(t , - t )=C( t-七2）
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（キ）温める液体が減った分、より高い温度になるはずである。
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tを本来より大きく見積もってしまっているので

C=いい）←分子は大きく見積もる
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よってCをいきのこれ見積もってしまう。


